
令和７年度 

日本保育協会女性部中央研修会（オンライン） 実施要綱 

 

テーマ：園児・保護者対応の困難事例について学ぶ  

１．趣 旨 

保育現場での園児・保護者対応では、時として困難な状況が生じることもあります。 

今年度の中央研修会では、各講演から、保護者とのコミュニケーションを円滑にするためにはど

のようにすればよいか、その理解と解決策について、また、令和８年度から実施される「こども誰

でも通園制度」について学び、参加者の皆様が実践に役立てられる知識を得ることを目的としま

す。 

 

２．主 催 日本保育協会女性部 

 

３．後 援 社会福祉法人日本保育協会 

 

４．対 象 日本保育協会会員園長・保育士等保育関係者 

      ※施設ごとにお申込みいただきます。（各施設代表者１名のご登録でお願いします。） 

 

５．定 員 ５００名（施設） 

 

６．日程及び開催方法 

【日 程】令和８年２月１０日（火）１０時００分～１６時４０分（９時３０分 開場） 

【形 式】オンライン（Zoomウェビナー）による生配信。 

★Zoomアプリの事前ダウンロードお願いいたします。 

      ※ご参加者には前日までに視聴用 URLをメール送信いたします。 

※お申込みの前に必ず利用環境の確認・準備をお願いします。 

※終了後、期間限定の再配信を実施します。（3/2～3/31の予定） 

＜利用環境＞ 

推奨環境 S：Windows7・8・8.1・10・11（バージョン 5.9.0以降） 

ブラウザ：Edge 12以降・Firefox 27以降・Chrome 30以降 

 

７．参加費 ６，０００円（税込） 

※参加費振込後のキャンセルについては、ご返金できませんので、ご注意ください。 

 

 

 

 

 

「保育の現実を見つめ、未来につなぐ保育」 

※私たち日本保育協会女性部は、2024 年度より上記コン

セプトのもと活動しています。 



８.プログラム 

[午前の部] 

９時 30分～ 開 場 

10時 00分～10時 20分 

開会式 

・ご挨拶 

社会福祉法人日本保育協会     理事長 吉田 学 氏 

・事務局からの案内 

10時 20分～10時 50分 

情勢報告 

社会福祉法人日本保育協会 

常務理事 川鍋 慎一 氏   

10時 50分～11時 00分 休 憩（10分） 

11時 00分～12時 30分 

講演Ⅰ「学校の保護者対応から保育現場での対応を考え

る」（仮） 

三重大学 教育学部 特別支援教育講座特別支援（医学）分野 

教授 松浦 直己 先生 

『保護者をモンスター化させない、10の対処法』（中央法規）の

事例などから、小学校の保護者対応を学び、保育現場での保護者

対応のヒントを探る。そして保護者に対して「やってはいけない

対応」について学ぶ。 

【講師プロフィール】 

三重大学教育学部特別支援教育特別支援（医学）分野教授、同大

学教育学部附属学校（小中学校と特別支援学校の総称）企画経営

室室長。博士（学校教育学、医学）。 

言語聴覚士、学校心理士、公認心理師、特別支援教育士スーパー

バイザー、専門社会調査士などの専門資格を有する。 

専門は少年非行、特別支援教育、発達障害、犯罪心理学など。 

『法律と根拠に基づく学校トラブル解決 保護者をモンスター化

させない 10の対処法』（中央法規）の著者。 

  

12時 30分～13時 30分 昼休憩（60分） 

 

 



[午後の部] 

13時 30分～15時 00分 

講演Ⅱ「保育者が身につけたい感情マネジメントとは」 

旭川荘厚生専門学院 

特任講師 野村 恵里 先生 
怒りは誰もが持つ感情である。しかし、保育者が怒りにまかせて

動けば、物事が進まない。そこで、怒りが深刻な問題にならない

よう上手く制御し、管理する方法を学び、保護者対応に活かす方

法、あわせて職員間のコミュニケーションを学ぶことで、円滑な

園運営について考える。 

【講師プロフィール】 

感情保育学研修所 代表。旭川荘厚生専門学院 特任講師。アンガ

ーマネジメントファシリテーター。元保育士。 

岡山市公立保育園で 20年間勤務後、感情保育学研修所を立上る。

「ココロ力を育む気持ちコミュニケーションで保育改革」を理念

とし、保育・教育・子育てに活かせる感情保育学について講演し

ている。日本保育協会機関誌『保育界』に連載中。 

主な著書：「保育者のためのアンガーマネジメント入門」など 

  

15時 00分～15時 10分 休憩（10分） 

15時 10分～16時 40分 

シンポジウム「『こども誰でも通園』について考える」

（仮） 

令和６年度保育科学研究の「こども誰でも通園制度（仮称）の実

施に向けた課題に関する研究」の研究代表者である、森先生と、

共同研究者の髙木先生、令和６年度に同事業を実際に行った園の

相馬教頭にご登壇いただき、同事業について学ぶとともに、令和

８年度の本格実施の際に私たちはどう対応すべきか、そのヒント

を探る。 

【コーディネーター】 

仁愛大学 

教授 森 俊之 先生 

【パネリスト】 

こども園あおもりよつば 

副園長 相馬 亜季先生 

女性部運営委員（長岡こども園園長） 

髙木 麻里先生 

 

16時 40分～ 

閉会式 

・閉会の言葉  

社会福祉法人日本保育協会 

女性部長 山内 五百子 

 



９．申込方法   

参加申込は下記インターネットサイトよりご登録ください。 

※申込みは右側の二次元コードからも行っていただけます。 

【専用サイト URL】https://www.mwt-mice.com/events/nippo260210-2 

 

■申し込み完了された方には、登録いただいたメールアドレス宛に参加登録完了のご案内を 

お送りします。 

※申込後、24 時間以内に申込完了メールが届かない場合には、名鉄観光サービス(株) 

MICE センターまで必ずご連絡ください。 

※お使いのパソコン・スマートフォン等の設定でメールの受信拒否設定をされている方は、 

@mwtõcoõjp ドメインからのメールが受信できるようにあらかじめ設定してください。 

■参加費等のお振込み先は、請求書にてご確認ください。（別途、案内はお送りいたしません。） 

請求書は、申込完了後に作成される「マイページ」よりダウンロードいただけます。請求書 

発行後は、申込内容の修正が出来ません。下記、お問い合わせフォームよりご連絡ください。 

■申込み登録操作方法は、上記専用サイトのトップページをご確認ください。 

■申込者全員、必ず「新規登録」から手続きを行っていただきます。（過去に使用した IDや 

パスワードとの連携はありません。） 

■令和８年１月２３日(金)までの変更・キャンセルは参加者ご自身にて専用サイトからお手続き 

を行ってください。 

■令和８年１月２４ 日(土)以降の変更・キャンセルは、専用サイトトップページ問い合わせフォー 

ムまたは名鉄観光サービス(株)MICE センターまでご連絡ください。 

 

10.申込受付期日  令和８年 1月２３日（金）まで 

         ※再配信のみの視聴であれば、令和８年２月１３日（金）まで 

 

11.問合せ先 

■ 本会の参加申込み・お支払い等に関するお問い合わせ先 

名鉄観光サービス(株)MICE センター 申込受付係まで 

〒100-0013 東京都千代田区霞が関 3-3-2(新霞が関ビル内) 

TEL：03-3595-1121（受付時間：10 時 00 分～17 時 00 分 ※土日祝休業 ※年末年始休業） 

お問い合わせフォーム：https://www.mwt-mice.com/events/nippo260210-2/deliver 

 

■ 本会のプログラム等、内容に関するお問い合わせ先 

社会福祉法人 日本保育協会 女性部担当 佐藤紀子 

〒102-0083 東京都千代田区麹町 1-6-2 麹町一丁目ビル6階 

TEL：03-3222-2111（受付時間：平日 9 時～17 時） E-mail：n-sato@nippo.or.jp 

※年末年始休業日：令和７年 12月 27日（土）～令和８年１月４日（日） 

 

12．個人情報の取り扱いについて 

本研修会申込みに関する個人情報につきましては、日本保育協会が定める「個人情報保護規程」及

び「個人情報保護実施要領」に基づき、本事業を遂行する目的の範囲内で利用させていただきま

す。詳細は、日本保育協会ホームページの「プライバシーポリシー」をご参照ください。

（https://www.nippo.or.jp/privacy/） 

 

皆様のご参加を心よりお待ちしております!!  

←お申込みは

こちらから 


